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●センターだより 80号

劫 争 を迎 えて

所長 小 石 公二郎

新年おめでとうこざいます。皆様方におかれまして|よ、つつがなく新年をお迎えになられたこととお慶び申し

上げます。

また、センター運営にこ尽力頂きました関係者の皆様方を始め利用者の皆様など多くの方々に支えられ、新

年を迎えられましたことに厚く感謝申し上げます。

毎年のことで|よありますが、新年を迎えられること|よ喜ばしいことであり、新年の諸行事や料理作りなども

大変で|よありますが楽しいものです。

センターの利用者の皆さん|よ、訓練のない年末年始を利用して家族のもとに帰られる方もいらつしゃしヽます

が、6害」ほどの方がセンターで新年を迎えられてしヽます。このようなことから、センターで|よささやかで|よあり

ますが大晦日に|よ年越しそば、元旦に|よおせち料理や雑煮、鯛などが出されます。センターが提供する食事|よ、

日々の残菜調査や定期的なし好調査などを基に、季節や行事なども踏まえ健康な体を維持するためのエネル

ギーや多くの食材を摂取できるよう献立を工夫してしヽます。また、普通食のほかに数種類の特別食や一□大な

ど身体の機能に併せたサイズの料理により喫食していただいているところでありますが、中に|よ朝食を食べな

い方や昼食又|よ夕食をカップラィメンなどにされる方もいます。センターで|よ、管理栄養士がlbl別に栄養指導を

したり定期的に講話を行い、食の大切さの理解に努めてしヽます。センターの所在する別府市で|よ、毎月19日 を

「食育の日」として、「朝こ飯、食べてしヽますか?1日 3食の規則正しい食生活が大事です。」などの啓蒙をして

おります。朝食|よ、体温を上げて1日の活動の準備を整え、集中力が向上したリイライラ感を減少させるなどと

ても大切です。また、規則正しい食生活|よ、健康な体を維持するとともに肥満や生活習慣病の予防効果もあり

ます。ちなみに、生活習慣病の予防に|よ、食べ過ぎと小食を防いで、毎食、こ飯やパンなどの主食、肉・魚。大豆

製品などの主菜、各種野菜料理の副菜の3つを揃えることが大切だそうです。そして、食品の組み合わせ、食ベ

る時間や速さ、食べるときの雰囲気などの食べ方も生体へ大きく影響するそうです。ある調査で|よ、規則正し

い食事をすることで 「健康的になつた。」ということ以上に「積極性が出てきた。前向きになつた。」というよう

な変化があつたと報告されています。

利用者の皆さん|よ、1日5時 限の訓線を行うための体力維持、障害に伴う合併症や身体機能の低下を予防す

るためにも規則正しい食生活に心がけて頂きたいと思います。

さて、昨年当センターで|よ、利用者支援の向上を図るために支援内容の確認や職員の資質向上などに努めて

参りました。支援内容に関して|よ、満足度調査を実施し利用者の要望やセンターの不備な点等を把握し、休日

における訓線室の解放、老朽化した居室のドア改修、接通などの改善を図りました。また、センターの支援につ

いて客観的な評価を得るための準備と職務意識の向上に資するため、約90に 上る項目について職員の自己確

認を実施し、問題点等を各部門の代表者で検討・改善するとともに第三者評価の受審計画を立てました。そし

て、利用者支援の向上を図るために|よ職員の知識や技術の向上が不可欠であることから、外部研修での知識・

資格の取得、内部研修会の充実、業務遂行する上での緊密な意見交換などをとおして0」 Tの強化を図るとと

もに、職員の自主的な研修会の実施などにも力を入れて参りました。その結果、いろいろな制約がある中で、利

用者と各関係職員による褥そう対策や適切な入浴の実施など支援の充実などが図られ、全て満足と|よいかな

いまでも利用者の皆さんから評価を受けることができました。

今年も昨年に続き運営方針や重点事項などを示し利用者支援の向上を目指して職員が一丸となつて尽力し

て参りたいと思いますので、こ支援のほどよろしくお願しヽいたします。
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● センターだより 80号

回j求翁国墜摯じり電ラーソン夫曇
運動療法士長 木 畑 聡

「寺本さんあとちょつとで一」、コース中の難関弁天大橋、登りの最後のところで大分弁まじ

りの声援が飛び交つてしヽます。寺本さんの後方から白バイや審判員が乗つた車がゆつくり近づ

しヽてきます。声援に後押しされ坂を登りきつた寺本さん|よ再び力を得たように速度を上げなが

ら走り去つてしヽきます。先に坂を上りきつた原日さんの後姿が遠くに小さく見えます。橋を渡り

終えると道|よ一気に下りになります。大会側が準備した大型パスの前をその進路をふさぐよう

にしながら、橋の向こうに2人 が消えてしヽきました。その先に|よ最初の 5km関 門が待つている

のです。

10月 27日 (日)、秋晴れの絶好のコンディションの中、第33□ 大分国際車しヽすマラソン大会

が開催されました。センターから|よ、大前雄吾さん、寺本貴敏さん、原日勝洋さんの3名 が選手

として参カロしました。週に3回 の八―ドなトレーニングをこなすなかで、うまくいかない自分に腹

が立つたり悩んだことも多かつたことと思しヽます。そんな思いを全部受け止めたかのように、選

手自身の体調もまた天候も素晴らししヽ状態の中で開催された大会でした。

T52ク ラスで参力日した大前雄吾さん|よ、1時間55分 37秒 で完走することができました。T51ク

ラスで参カロした寺本貴敏さんと原日勝洋さん|よ、5km関 門を通過できひ途中棄権となりまし

た。坂の難所弁天大橋で|よ、沿道の方からたくさんの声援をしヽただき、選手にとつて大きな力と

なつたことでしょう。大前さんに|よ地元の仲間が応援にかけつけ、3名 の方がスター トからゴー

ルまでの21 k rnを走つて伴走し、大前さん完走の大きな力添えとなりました。ゴール後、大前さ

んの感極まる姿に大会参力Bに向けた強しヽ思しヽを感じすに|よいられませんでした。

沿道の方の温かく惜しみない声援が選手の力走を支えてしヽます。また、選手の力走が大きな

感動として沿道の方の心にきざまれます。この一体感がこの大会の良さでもあるのでしょう。

2名 の選手 |よ完走を果たすことができませんでしたが、心身ともに自分を追い込むことでつ

かんだ
“
自信
"の
ようなものを大会後の様子から感じることができました。

1多了者の方々も多く参力Bされていました。大会で元気な姿をお見かけすること|よ私たち職員

も本当にうれしい限りです。また来年も会場でお会いできることを楽しみにしています。
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●センターだより 80号

10/5(土 )に第 22回 文化祭を開催しました。今年十よ台風の接近により、予

祭雑饒槌ン橘●    ピ
トィルベイント作品の展示販売、模擬店、町内の方々とのカラオケ大会、ひょつとこ踊りの鑑賞などを行しヽました。

スポーツ体験で|よ、地元の中学生を中心にボッチャにこ参力Bいただきました。ボッチャクラブの利用者が競

技説明を行いながら、IEl気あいあしヽとした対戦ができました。

ひよつとこ踊りで|よ、「日ノ浦ひょつとこ踊り同好会」の皆さんが会場内を踊りながら練り歩き、シュールで独

特な動きに笑いが絶えませんでした。ひょつとこ踊り|よ元来、五穀豊穣等を祈念した神事が起源とのことで、そ

うした意味深さを知る機会ともなりました。

今年も地元の別府溝部学園短期大学介護福祉学科の学生ボランティアのこ協力をいただき、荒天で|よあり

ましたが、地域の皆様との温かい交流ができました。

8タ ル の 各 迅
昨年6月 13日 (木)に、竹日市立南部小学校から当センターに恒例の 「友情のホタル」が届きました。そして、

11月 14日 (木)に|よ「ホタルの答礼」として、今度|よ当センター利用者3名と職員6名が南部小学校を訪間し、

児童や関係者の皆さんとの交流を行いました。

「ホタルの答礼」当日|よ、児童や関係者の皆さんのお出迎えのあと、歓迎会やすつかり定着したボッチャゲー

ムなどを通して親睦を図りました。歓迎会で|よ、プレゼントの受け渡しや児童の皆さんの合唱・合奏の披露が

ありました。また、ボッチャゲームで|よ、児童と利用者の混合チームを作つて対戦が行われ、大しヽに盛り上がり

ました。

昼食も5～ 6年生の教室で、児童や関係者の皆さんと一緒に学校給食をいただきました。給食の懐かしさや

児童の皆さんからのクイズなどもあつて、とても楽しいひとときを過こしました。

竹日市立南部小学校|よ、今年で開校50周 年を迎えられ、当センターとの交流も48年 目となりました。南部

小学校のますますのこ繁栄と竹田市の豊かな自然環境が守られることをお祈りしつつ、蛍を通した心温まる交

流が続いていくことを願つてやみません。

ボッチヤ体験 ひょつとこ踊り



●センターだより 80号

11月 14日から18日まで、大分市のアートプラザにおいて

「平成25年度ときめき作品展」が開催されました。職能訓練で

1よ、手織りとトールペイントの作品を平成14年度の初□開催か

ら毎年出展してしヽますが、今年度|よつしヽに毛利1多―さんのトー

ルペイント作品が当センター初となる「ときめき大賞 (絵画部

門)」に輝きました。この大賞|よ、作晶展に来場された方々の投

票によつて一番多く得票した作品に与えられるもので、毛利さ

んの作品|よ絵画部門165点の中から選ばれた栄えある賞です。

また、その他の出展者5名の方々も、余8摂時間や休日を利用し

て制作に励み、完成度の高しヽ作晶を制作することができました。

今回受賞された毛利さん|よ、もともと趣昧で絵を描いており

ましたが、ヨ|1練開始当初|よ腕の痺れのために上手く描けなしヽ

時期が続いてしヽました。しかし、訓線を続ける中で着実に技術

が向上し、今回の作品展に1よこれまで訓練で使用していた素

材の約4倍(直径45clnサイだ)の木製の板への風景画描画にチヤ

レンジしました。約3ヶ月をかけて完成させた作品が大賞を受

賞したとの知らせに、「何かの間違しヽだ!」と、毛利さんらししヽコ

メントでスタッフを不□ませてくれました。毛利さん|よ、センター

終了後もトールペイントを継続する予定ですので、今後もすば

らししヽ作品を制作されることを期待しています。

障害者週間に係る記恵 事業の実施

障害者週間に係る記念事業として、12月18日 (水)に丼上聡

さんを講師に招き「生涯スポーツで楽しく生きる」をテーマに

講演会を開催しました。

井上さん|よ、平成13年に当センターを終了し、その後も車しヽ

すマラソンを|よじめとする陸上競技を続けてこられました。こ

れまでに、1 00rn(2011年大分陸上競技大会)、800m(2005

年第16□日本選手権大会)、1 500rn(2007年第18□日本選

手権大会)及び車しヽすマラソン (2006年 サン・アントニオ大

会)の4種目で日本記録を保持しており、2012年 に|よロンドン

ノミラリンピック(1 00rn)にも出場しました。

講演で|よ、「車いすで社会に出るの|よ大変だが、何とかなる

としヽう前向きな気持ちで積極的にチャレンジしてほししヽ。考え

るよりも、ます|よしヽろしヽろなことに興味を持つて一歩踏み出す

ことが大切」などと、井上さんならで1よの説得力のあるお話し

も聞かせてしヽただきました。

また、講演終了後|よ、車いすマラソンを始めたばかりの利用

者を対象に、デモンストレーションを兼ねて技術指導もしてしヽ

ただき、大変貴重な体験をすることができました。

今後も、井上さんのますますのこ活躍をお祈りします。
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頸髄損傷者に対するりAビ リテーシヨン研修会に参加匠

医務課 介 護福祉士 手 嶋 隼也

看護師 阿 部 勝也

国立施設 (り八センター、伊東センター、別府センター)が主催する「頸髄損傷者に対するり八ビリテーシ

ヨン研1多会」が静岡県伊東市で12月7日、8日に開催され、当センターから8名の職員が参力Bしました。参力B

者|よ、関東地域の病院や施設の方が多数でしたが全国から約120名 の方が参力Bされていました。

1日目の午前中|よ、「機能回復と健康づくリ ー  先 端技術|よ何をもたらすのか 一  」としヽうテーマで、

障害者健康増進・スポーツ科学支援センターの結方センター長より基調講演がありました。主な内容|よ、①

脊髄損傷の最近の話題、②再生医療の背景、③再生医療と機能訓線、④ロボット技術、⑤障害者の健康増

進につしヽてでした。脊髄損傷に係る治療やり八ビリ|よ、再生医療やロボット技術としヽつた先端技術の開発が

必要であること、地域で生活してしヽる障害者が健康を維持するに|よ、運動できる環境を整備し機能低下や

成人病の予防などができる支援体制が必要だと思しヽました。

午後から|よ、三施設からの事例報告と和洋女子大学の坂本教授を座長とし障害当事者及び関係機関に

よるパネルディスカッションが行われました。事例発表で|よ、当センターから|よ、山下主任生活支援専門職

と目崎理学療法士が「在宅生活から当センターを利用して家庭復帰した事例につしヽて」を発表し、入所時

から終了時までの期間ことの支援方針の決定や各部門の取り組み状況等について説明し、参力B者からスム

■ズなアプローチの方法、関係職種との連携方法、自宅に設置するトイレなどについて高しヽ関′いが寄せられ

ていました。また、パネルディスカッシ∃ンで|よ、今後、地域支援事業者のコーデイネイトが重要になるが、

事業者側にノウ八ウの蓄積が不足してしヽることから施設側のサポートも当面必要になるとのことでした。

2日目|よ、伊東センターにおける各部門 (理学・作業・スポーツ・職能・看護・介護)の実技研1多があり、障

害の特性に配慮した丁寧な説明を聞くことが出来ました。また、伊東センターを見学させて頂きましたが、

別府センターと伊東センター|よ、運営内容や規模|よ全く同じでありますが、住環境、センター内設備、生活

規貝」などこれまでの歴史から異なる点もあることをlllることが出来ました。また、トイレ|よ異臭や汚れがな

しヽことや住環境に工夫がされてしヽることなどに感心させられました。

今回の貴重な体験を今後の業務に生かしていきたいと思います。

トイレ (訓練トイレは別府でも実施)
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市民講座 「家庭でできる腰痛・肩こり体操」を開催

訓練部門

当センタ上で|ょ、市民講座をとおして、センターの

PRや センター機能の地域還元を行うことをもつて、

障害者に対する理解を深めてしヽただくために毎年

市民講座を開催しています。訓練部門で|よ、10月23

日(水)に近隣地域の方を対象に「家庭でできる腰

痛・肩こり体操」を開催しました。

当日|よ台風の影響で、雨も降り足場の悪い中でし

たが、多くの市民の方々に参力Bしてしヽただきました。

参力0された方に|よ、職員の説明を聞きながら、前半|よ腰痛体操として、腰筋・背筋の筋力増強法や体幹・股

関節・アキレス腱などのストレッチング法の体験をマット上で行つてしヽただきました。後半|よ肩こり体操とし

て、首・肩の筋力増強法やストレッチング法と、自宅でも簡単に準備できるタオルやベットボトルを使用した

体操法の体験を椅子に座つて行つてしヽただきました。手軽にできる体操でしたが、約2時間の講座が終わ

る頃に|よ、汗ばむ方もいらつしゃしヽました。また、ストレッチング法のポイントが分かり易く、より効果的に

運動できることに驚きの声が間かれました。

今回の参力]された方が、この講座で体験されたことをこ家庭でも継続して頂き、腰痛・肩こりの緩IElや

予防に繋|ザて頂ければと思しヽます。

平成25年9月18日(水)～9月20日 (金)の間、別府市立青山中学校2年生の「職場体験学習」を受け入れ

ました。一日目|よ、終日座学での学習となり、別府重度障害者センターの概要と福祉制度や障害者、特に頸

髄損傷について学んでいただき、その後、センターで働く様々な職種の業務につしヽて学んでしヽただきました。

2日目、3日目|よ、12名を3班に分け、それぞれ順番で、理学療法、作業療法、スポーツ訓練、職能訓線の体験

をしてしヽただきました。理学療法で|よ、理学療法士の仕事全般を見学すると共に車いすの操作方法や各種

訓練器機の使用体験などを行ないました。作業療法で|よ、作業療法士が行うADL訓 線の見学や各種自助

具の使用体験を行なしヽました。スポーツ訓練で|よ、利用者の記録演」定の補助や各種ゲームスポーツなどの

体験を行ないました。職能訓線で|よ、くちマウスによるパソコン操作体験と自助具を使用してのトールペイ

ント体験を行なしヽました。その他、利用者が使用する機器等の環境整備として、訓練室の窓拭きや床・副‖練

器機・車しヽすの掃除も体験してしヽただきました。最終日に|よ、職員と生徒のディスカッションを行いました。

先生によると生徒たち|よ、「毎曰くたくたになつたけれども、凄く充実した体験が出来た」と話してしヽたと

の事でした。

以下|よ、PTA広 報誌に掲載された想文です。

『良い体験ができました 男子A君 」
私の職場体験|よ南荘園の別府重度障害者センターです。最初|よ少し抵抗がありましたが、行

つてみると職員の方々もとても明るく、楽しそうに仕事をしてしヽてそれぞれの専門分野別に

自分自身のいい勉強となりました。

今後もこのような地域との交流を通じセンターの役割を近隣の方々に理解してしヽただきたしヽと思しヽます。

別府市立
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●センターだより 80号

終 了 生 の 状 況

(平成25年 7月1日～平成25年 12月31

復帰形態 家庭復帰 就 職
自営 ・

内 職
現職復帰

就労支援

施設・能開校
他施設 病 院 進 学 その他 計

人 数 2 0 0 5 0 0 0 19

比率(%) 579 10.5 0 5。3 0 26。3 0 0 0 100.0

利用者募集のこ案内

当センターは、厚生労働省が設置・運営する指定障害者支援施設です。重度の肢体

不自由 (主に頸髄損傷等)のある方を対象に、社会復帰に向けた支援を行っています。
ご利用できるサービスは以下の通りです。

①自立訓1練(機能訓1練)

理学療法、作業療法、スポーツ訓練、職能訓練です。

利用期間については、利用開始後の評価に基づき作成した個別支援計画書に定め

た期間となります。障害者自立支援法上の標準利用期間は1年6か月間です。(頸髄損

傷による四肢の麻痺その他これに類する状態にある方は最大3年間です。)
○施設入所支援

自立訓練 (機能訓練)を利用される方で、自宅から通所が困難な方のために、看護・

介護等の支援を受けながら宿舎の利用が可能です。

詳細は、次のURLか ら当センターのホームページをご参照下さい。
httP://wwwBrehab.go.jP/beppu/

なお、当センターの概要や利用申込み手続き、見学などのお問い合わせについては、

下記までご相談ください。

ぶ 描 い倉 せ 先

国立障害者り八ビリテーションセンター 自 立支援局

別府重度障害者センター 支援課

Ｅ
Ｅ
Ｅ

Ｄ

住 所  〒 87牛0904 大 分県別府市南荘園町 2組

電  話   0977-21-0182(利 用本目談)

FAX  097フ ー21-2794

E―mail soudan ④ beppu―nrh.9o.jp

※センターだより第80号 は、平成 25年 8月から平成 26年 1月までの行事等の内容について記載しております。

発 一丁 別 府 重 度 障 害 者 セ ン タ ー
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